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研究成果の概要（和文）：幼児のアレルギー症状に対する自閉症傾向（ADS）および体格との関連を明らかにす
るために、337人の児の保護者を対象とし、SCQ（Social communication questionnaire)を用いて調査した。ASD
傾向ありの児は、アトピー性皮膚炎の症状を有した者では13.2％存在したのに対し、症状を有さない者では3.3
％であり、有意な差であった。この関連は、年齢、性、BMIで補正しても有意であった。また喘息と過体重の
間、喘息と男性の間にも有意な正の関連性が認められた。以上よりアトピー性皮膚炎とASD傾向、および喘息と
過体重、男性の関連性が確かめられた。

研究成果の概要（英文）：We performed a cross-sectional survey to examine the prevalence of symptoms 
of eczema, asthma, rhinoconjunctivitis and autism spectrum disorder and to elucidate the 
associations between them. The participants were 337 children aged 3-6 years attending kindergarten 
or nursery school in Shika town, Japan. Autism spectrum feature was scored on the Social 
Communication Questionnaire (SCQ). The prevalence of symptoms was 11.3% for eczema, 14.8% for 
asthma, and 5.3% for rhinoconjunctivitis. A total of 15 children (4.5%) had the SCQ score of 11 
points or over. The logistic regression indicated that eczema symptom was significantly associated 
with the SCQ score of 11 points or over. The association persisted after adjusted for age, gender, 
and BMI. Moreover, asthma symptom was significantly associated with boy and overweight. The result 
suggested that high SCQ score, which implies autism spectrum traits, might be an important risk 
factor for eczema.
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１．研究開始当初の背景 
 自閉症スペクトラム（Autistic Spectrum 
Disorder, ASD）の昨今の急増は、軽微な発
達障害を ASD に含めて考えるようになった
ためともいわれるが、最も認められている原
因は、ASD を生じうる乳幼児は多く存在し、
その一部は顕在化せずに次第に適応の範囲
に入っていき、その一部が顕在化して ASD 
という形での発現をするとする考え方であ
る。特に、軽度な ASD（以下、自閉症傾向）
の発症に後天的な要素が強いため、その早期
発見による早期予防あるいは介入が重要で
あると言われるようになった。しかしながら、
自閉症傾向についての危険因子を特定する
疫学研究は、端緒についたばかりであり、十
分に解明されてこなかった。 
 
２．研究の目的 
 アレルギー疾患を有する児童は、肥満の合
併リスクが高いことが示されている。また自
閉症スペクトラム障害(ASD)を有する児童も
アレルギー疾患およびやせ・肥満の合併を指
摘されている。そこで、アレルギー症状に対
する ASD 傾向および体格の関連を明らかに
することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
今回の研究では、石川県志賀町の幼稚園お

よび保育園計 7校に在学する未就学児 417人
の保護者を対象とし、自記式の質問紙による
調査を行った。ASD 傾向のスクリーニングに
は、対人コミュニケーション質問紙(SCQ: 
social communication questionnaire)を用い
た。SCQ 得点 11 点以上の児童を ASD 傾向
ありと定義した。体格は、性別・年齢別に定
義された BMI のカットオフ値を用いて、や
せ、普通体重、過体重を定義した。有効回答
数は 337（80.8％）であった。SPSS 第 22 版
を用いて、χ2 検定および多変量ロジスティッ
ク解析を実施した。 
 研究は、金沢大学医学倫理委員会の承認を
得て実施された。 
 
４．研究成果 
 図 1 には、337 人の SCQ 得点の分布を示
した。平均値±標準偏差は 3.64 ± 3.54 点であ
った。ASD 傾向ありの該当者は 15 人（4.5%）
存在した。 
 表 1 では、アレルギー症状別の子供の分布
を示した。38 人 (11.3%)がアトピー性皮膚炎
を、50 人  (14.8%)が気管支喘息を 18 人
(5.3%) がアレルギー性鼻炎を示した。女児に
比べ、男児の方が気管支喘息の有病率が有意
に高かった (p = 0.020)。ASD 傾向ありに該
当した者は、アトピー性皮膚炎の症状を有し
た者では 5 人（13.2％）存在したのに対し、
症状を有さない者では 10 人（3.3％）であり、
有意な差が認められた（P＝0.018）。 
表 2 では、年齢、性、BMI で補正した結果

を示した。ASD 傾向とアトピー性皮膚炎は補

正しない単純モデルでは有意な関係にあっ
た ( オ ッ ズ 比 , 4.38; 95 ％ 信 頼 区 間 , 
[1.41–13.59]; p= 0.011)が、年齢、性、BMI
で補正してもなお有意であった（オッズ比
3.84、95％信頼区間 [1.20-12.24], p＝0.023）。
また、喘息と過体重の間には有意な正の関連
性（オッズ比 2.45、95％信頼区間［1.03-5.83］, 
p=0.043）、喘息と男児の間にも有意な正の関
連性（オッズ比 2.09 、 95 ％信頼区間
［1.12-3.92］, p=0.043）が認められた。 
以上より、アトピー性皮膚炎とASD傾向、

および喘息と過体重、男性の関連性が確かめ
られた。アレルギー疾患・ASD・肥満・性の
関連性を、さらに大規模な研究で明らかにし
ていく必要がある。 
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